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NEDOとは
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NEDOとは

NEDOのミッション



NEDOについて
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イノベーション・アクセラレーターとしてのNEDOの役割
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日本の法制度におけるドローンとは
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ドローン制度整備の経緯
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• 日本におけるドローン利活用は、2018年9月にレベル３（無人地帯での目視外飛行）
の個別許可の要件が明確に。

• 2022年12月5日より、機体認証、技能証明を得て、 運航ルールを遵守し、国土交通
大臣の許可・承認を得ればレベル４飛行可能に。

有人地帯
（都市を含む地域）

無人地帯
（離島や山間部等）

目視内 目視外（補助者なし）

操縦 自動・自律

レベル１ レベル２

レベル３

レベル４

目視内での
操縦飛行

目視内飛行
（自動/自律飛行）

有人地帯（都市を含む地域）
における目視外飛行

無人地帯（離島や山間部等）
における目視外飛行

空撮、橋梁点検等 農薬散布、測量等

都市の物流、
警備等

離島や山間部
への荷物配送、
災害対応等



今後、ドローン市場は急速に拡大

災害対応用 インフラ点検用 物流用

２０２２年１２月～ レベル４実現
今後、業務用途を中心に、市場拡大の見込み

空撮用

測量用

農業用

 これまでは、ホビー用空撮や農業用途での市場が拡大

 今後は、測量・監視、災害対応、インフラ点検や物流等の業務用途の市場が拡大
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ドローン市場の拡大

• ドローン国内市場は既に約2300億円規模。
• 2024年には2倍以上、2026年には約3倍と急速に拡大見込み。
• 将来的に一番大きく伸びるとされているのが、ドローンを活用したサービス分野。

9

（参考）ドローン国内市場の拡大見通し

出所：『ドローンビジネス調査報告書』2022 インプレス総合研究所



空飛ぶクルマとは
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• 明確な定義はないが、「電動」「自動」「垂直離着陸」がひとつのイメージ。機体、運航、インフラにか
かるコストが安くなり、速くて安くて便利なヒト、モノの移動が可能に。＝“空の移動革命”

• この “空飛ぶクルマ” に乗って「好きなときに」「どこへでも：点から点へ」移動できる高度なモビリティ
社会が実現すれば、日本の産業の発展と、国内外の社会課題の解決が期待される。

垂直
離着陸

自動

電動

ヘリコプターとの比較“空飛ぶクルマ”(※)
電動垂直離着陸型無操縦者航空機

※「クルマ」と称するものの、必ずしも道路を走行する機能を有するわけではなく、個人が日常の移動のために利用するイメージを表している。
※必ずしも「電動」「自動」「垂直離着陸」だけに限定されず、内燃機関とのハイブリッドや有人操縦、水平離着陸のものも開発されている。

部品点数：少ない ⇒ 整備費用：安い
騒 音：小さい
自動飛行との親和性：高い

操縦士：なし → 運航費用：安い

移動の概念を変える

→
線 点から点



都
市
内

地
方
（
離
島
・
中
山
間
地
域
）

限界集落は約20,000

2050年100億人
都市部に約７割が集中
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渋滞解消、生産性向上

渋滞問題が更に深刻に

移動・物流手段の維持が困難に

空飛ぶクルマ

新たな移動・物流手段
陸のインフラ費用も節減

空飛ぶクルマ

“空飛ぶクルマ”が解決する 社会課題①



娯楽・観光物流
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“空飛ぶクルマ”が解決する 社会課題②

災害時・ドクターヘリ

訪日観光客3,000万人全国約400の有人島
拠点間輸送

今の消防防災ヘリは約70機



出典：Deloitte Tohmatsu Consulting LLC.
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 空飛ぶクルマの社会実装により、機体・部品の開発・製造（モノづくり）が進むだけではなく、離発
着設備の建設・運営（街づくり）やヒト・モノの輸送サービス、更には保険など、空飛ぶクルマを中
心とした幅広いビジネスが広がることが期待される。

新たに生まれるビジネス



• 空飛ぶクルマは、米国や欧州、中国、日本などで機体の開発が進んでいることに加え、近い将来、
エアタクシーを中心とした試験的サービスの実施が検討されるなど、機体市場、サービス市場ともに
有望市場として発展していく可能性が高いと予測されている。

2040年時点で、市場規模
約154兆円との予測
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空飛ぶクルマの市場予測
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空の産業革命に向けたロードマップ
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空の移動革命に向けたロードマップ
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物流

飛行機

ヘリコプター

点検

空飛ぶクルマ

災害対応

低高度空域①機体の安全性向上・高性能化

②運航体制の省人化
現状では１機体に対して、操縦者１名・補助者数名という運航体制となることが多い。

③ドローン・空飛ぶクルマ・既存航空機の空域の協調

ドローン

①機体の安全性向上・高性能化

プロジェクト概要

今後の産業拡大を見据え、
①試験方法の標準化や産業規格化により、「機体の安全性向上・高性能化」を進め、ドローンの活用の
幅を拡大し、空飛ぶクルマの市場を創造する。
②「運航体制の省人化」によって１人の操縦者が複数の機体を操縦できるようにし、ドローン利活用のポ
テンシャルをさらに引き出す。

③また、空飛ぶクルマが登場することも見据え、ドローンと空飛ぶクルマ、既存航空機が空域を協調し、よ
り安全で効率的な航行を行うための技術の確立を目指す。



ReAMoプロジェクト 各項目の関係性
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：委託事業
：調査委託事業
：助成事業



ReAMoプロジェクト 専用ホームページ
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 想定するHPの訪問者

- ReAMo関係者

- 空モビリティ事業関係者

- 空モビリティに興味のある一般者

 予定している公開情報

- 欧米等の規制・標準化の動向

- 論文や新聞等への記事掲載状況

- 動画等のコンテンツ公開

- 実証実験の実施状況 など

ReAMoホームページ

 ReAMoプロジェクトにおける各事業の概要、成果を広く一般に知っていただくことを

目的として公開

 事業を進めていく中で、一般的に公開できる情報を、積極的にReAMoホームページで

公開をしていきます

URL https://reamo.nedo.go.jp/
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